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description of the Japanese grammar. It merely shows a sketch of the Jap;mese syntax in 
terms of some kernel sentences ( ~ 2), and transformational rules which, operating on the 
kernels, generate vanous types of natural utterances ( ~ 3). The central idea here is the 
'creative process' (Bergson-Chomsky) of the Japanese sentences, and from this angle, it is 
hoped, some new light will be shed on the analysis of sentence structures and word 
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（d）－arOO （dat）tarOO




































































































































































































































































































　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　
　　　一一「利、ハ｝i乍日ソノ映藤ヲ児タ」一一i
　こうして発るとヨー9ッパ語の関係節の構造と対応するように思われるけれども，関係講とい
うものの無いfi本語に於ては，　baseとなるNが，それを修飾する関係（又は連体）節の中のどう
いう要素であるかは，殆んど意識されない。
　例えば，
　　　一「アノ姿ガ私ハ忘レラレナイ」　　　r
　　　～「母ハションボリ私ヲ見送ッテクレタjJ
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　　　一一一””〉「母ガションボリ私ヲ見送ッテクレタ姿ガ私ハ忘レラレナイ」
　その他，「江戸カラ佐渡ノ金銀山二水替入足トシテ送り込マレル人数ハ年聞二相当ナモノダッ
タ」r水替人足（ノ仕事）ハ坑内ノ水ヲ外二流シ出ス作業ダッタ」など鯛には事欠かない。つま
りいってみれば，どんな文でも，どんなNをもただ前置することによって修鯨することが出来る
のであって両者の「関係」は極めて100seなものであるといえる。　n－uッパ語では接続講に
よる文の連結に当る場合が，91本語では所謂形式名詞を文が（連体）修簸している構造になって
いるのも，この点から了解が行く。
　〔T．20）やや末梢的だが「～テイル」と対比される「～テァル」という構文を考えてみる。
「～テイル」は，〔T．5〕で見たように，単一文に対するadditionに過ぎないが，　「～テアル」
の方は，次のような2文がその背後にある。
　　　rN・ガアル　：　　（陣ガアル」）
　　　LN，ガN、ヲVt－」　　　（離カガJ，1エヲオク」）
　　　　　一一＞N1ガVt－｛完了・連｝十／aru／（「箪ガ置イテアル」）
　この場合「N2ガ」は漁慰の関心慕ではないので省略されている。この表現は，N、が何らかの目
的のために，既にVされ終って，準備が出来ているという感じを念んでいる。
　最後に，Harrisが℃ontainer’と名付けている特殊な文連結の類型に入ると思われる数鋼を挙
げることにする。英語でいえば，“Iknow（that）十Sentence”の“1　know（that）”のような部分
をContal聡rと呼ぶ。これは，（that）の後に入るのがどのような文でもあり得るのに対し，element
が限建されており（例えばknOWと岡じクラスの動詞），又，それ自身はnon－sentenceである
点が特徴で，これを色々な文を入れる容器と考えるわけである。
　〔T．21〕　「働きかけ」
欝窺r一蹴継
　　　　　「私ガ……ス・レコ
　　（例）｛　　　　　　　　　　　叶→・私ガ彼ヲ後継者ニスル
　　　　　L彼ガ後継者ダ謡
　〔T．22］ll文のNominalization（1）
　　　二臨∴灘のV）∬一凡漁呵∵｝・V
　　　　梶しV－一〉「鰭ル，儒ジル，了解スル……」
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　〔T．23〕　丈のNominalization（2）
　　　Ellll溜瞬糖すと、一一…｛∵｝－Pred・・a・e
　　　　　　　　Predicate→r．烹Eシイ，間違イダ……」
　〔T．24〕　文のNominalization（3）
　　　三臨：°ヲV（感覚のV）コー凡ガ（ハ）…n・・nce＋・r・！・＋「・」v
　　（銅）　、一「私ガ見タj　　　　r
　　　　　i　　　　　　　　　　i→私ガ，誰カガ窓カラ入ルノヲ児タ
　　　　　i－一「誰カガ窓カラ入ッター1－l
　　　　　　　　V→「見ル」，「眺メル」，「「聞ク」一・・
　以上の〔T．21〕～⊂T．23〕に於て，組み入れられるSentenceの中に「Nハ」力弐ある時は，その
NとPredicate又は他の名詞との関係によって，「Nガ，ノ，二，ヲ」のいずれかに変る。従来，
「ハ」と「ガ」の違いが種々様々の児地から論じられてきたが，　「ハ」が「ガ，ノ，二，ヲ」な
どの代りをする性質（三上氏の所謂「代行姓」）は先の〔T．7）で，又，「Nガ」が題囲の提示で
「Nハ」に変形した場合の，両者が内包する所の論理的な違いは〔T．8〕で示され，更に上記
〔T．21〕～〔T．23〕では従属重尊ぎの中では「～ハ」が避けられること，いい換えれば，複文での「～
ハ」は常に文末の述語にかかって行くこと，がformulateされることになる。
　〔T．25〕　引用
　　　藍∵例伽圃〕一一＞Nグ舶一臆・
　　　　　V－一〉「需ウ」，「糾ブ」，「伝エル」……
　　　　　（「思ウ」，「儒ジル」の類は他のグループに入れた方がよさそうである。）
　〔T．263　使役
　　　鵡：：：：：vaseww　”°’　－sase－｝mm（（鵬正・N・　・・N2　1；練謁一
　　（例）　r彼ガ……｛使役卦mr
　　　　　l　　　　　　　　　　レー〉彼ガ彼女ヲ行k－ase－ru
　　　　　一彼女ガik　　　　　－ニ・’
　〔T．27）　閥接的受身
　　　1－Nlガ……｛－areつ。－rare－｝－m－i（Container）
　　　LN。ガ……v　　　　」
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　　　　　一・一＞NT1　fi’N，　＝……薫艶
（例） 「離翻矧コ…「彼ガ妻＝・YZ　・一・・e－・u・・」
　これは従来「被害の受身」又は「ハタ迷惑の受身」などと呼ばれて来たもので，ill本語の特徴
の一7一つである。これは〔T．9〕のふつうの受身（直接的受身）と異り，「彼ハ妻二死ナレタ」はあっ
ても「妻ガ彼ヲ死ンダ」はないのである。所が従来，「日本語では自動詞でも受身になるから云
々」という風に語形のみにしか眼を向けないため，〔T．9〕と〔T．26〕のSyntacticを相違が
佐久閲博士の論文などがあるにも拘らず　　充分はっきりと一般には認識されなかった憾みがあ
る。上の〔T．26〕に於て，　「組み入れられるjSentence中のVは，別に自動詞であっても他動詞
であっても差支えないのである。例えば，　「誰カノ財布ガスリニ盗ラレタ」は直接受身（←スリ
ガ誰カノ財布ヲ盗ッタ」），　「誰カガ財布ヲスリニ盗ラレタ」は閲接受身である。　（「スリガ誰カ
ヲ盗ッタ」は無い。）
あ　と　が　き
　以上今圏は極めて糧いスケッチに止まった。今後更に各ルールをディテールにわたって検討
し，Sentence間の形態的関連3性の意味も考えて行きたい。又，｛9｝1えば複合語の構造，「カラ」と
「ノデ」，「（r）eba」と「tara」の違い，助講の「係るカの差」，「ハ」と否定表現との関連など，
上のような視点から考えるべき聞題は無数にある。　　　　　　　　　　（1965年10月）
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